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平
成
３
年

１

９

９

１

に
『
ホ
ツ
マ
神
々
の
物
語
』
の
出
版
開
始
を
し
始
め
ま
し
た
。
直
訳
本
の
横
行
を
防
が 

ん
と
す
る
た
め
で
す
。『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
と
対
比
比
較
し
ま
し
た
ら
、
記
紀
よ
り
も
古
い
こ 

と
が
明
白
に
な
り
ま
し
た
。 

（
１
９
７
２
年
に
ヲ
シ
テ
遭
遇
し
て
１
９
年
） 

わ
が
国
は
、
「縄
文
文
明
」建
国
の
大
文
明
な
の
で
し
た
！ 

 

つ
ま
り
、
本
居
宣
長
も
賀
茂
真
淵
も
平
田
篤
胤
も
見
た
事
も
無
い
、
記
紀
の
原
書
を
、
私
達
の
手 

中
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。
古
事
記
の
序
文
に
言
う
「
帝
紀
」「
旧
辞
」
の
実
物
で
す
。 

 

こ
れ
を
以
っ
て
、
本
当
の
国
学
を
定
め
直
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
は
じ
め
ヲ
シ
テ
文
献
は
、
国
家
再
建
の
い
し
ず
え
で
す
。 

た
と
え
、
考
古
学
の
発
掘
で
ヲ
シ
テ
が
発
見
さ
れ
て
も
、
ヲ
シ
テ
文
献
の
何
た
る
か
の
説
明
が
ど 

う
し
て
も
必
要
で
す
。
発
掘
物
だ
け
で
、
ヲ
シ
テ
を
基
に
す
る
国
学
の
構
築
は
お
そ
ら
く
無
理
な
事

で
し
ょ
う
。
ヲ
シ
テ
の
文
字
が
発
掘
さ
れ
た
と
し
て
も
、
や
や
も
す
れ
ば
、「
直
訳
偽
書
の
秀
真
伝

（
し
ゅ
う
し
ん
で
ん
）
」
に
流
れ
て
し
ま
う
事
は
、『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
を
媚
中
に
弄
ぶ
人
達
の
い
つ
も

の
よ
う
で
す
。
そ
の
時
に
起
き
る
マ
ス
コ
ミ
の
バ
カ
騒
ぎ
が
、
わ
た
く
し
の
目
の
前
に
見
え
て
く
る

よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
す
。『
魏
志
倭
人
伝
』
で
読
み
解
い
て
は

C
h

in
a

の
貶
め
に
染
め
る
だ
け

で
す
。『
古
事
記
』
で
読
み
解
い
て
も
染
め
る
だ
け
で
す
。
そ
の
時
の
た
め
に
準
備
を
し
て
お
こ
う
。 

そ
う
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
３
４
年
（
２
０
２
５
‐
１
９
９
１
）
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

そ
の
間
、
龍
谷
大
学
か
ら
溥
泉
さ
ん
の
旧
蔵
書
や
草
稿
本
の
発
見
や
、
安
曇
川
で
は
和
仁
估
安
聡

写
本
の
発
見
や
、
河
口
湖
本
庄
家
か
ら
『
ア
ワ
ウ
タ
の
ア
ヤ
』
の
発
見
や
、
宇
和
島
の
小
笠
原
家
の

和
仁
估
安
聡
写
本
『
フ
ト
マ
ニ
』
の
発
見
な
ど
な
ど
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

も
う
そ
ろ
そ
ろ
で
し
ょ
う
か
？ 

 

準
備
は
何
と
か
間
に
合
っ
て
き
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。 
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ホ
２
、 

ア
メ 

ナ
ナ
ヨ 

ト
コ
ミ
キ 

の 

ア
ヤ 

  

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
の
２
ア
ヤ
か
ら
、
歴
史
に
つ
い
て
の
説
明
が
始
ま
り
ま
す
。
１
ア
ヤ
は
、
総

論
的
な
基
調
提
示
と
言
え
る
か
と
思
い
ま
す
。
ヲ
シ
テ
時
代
中
期
、
つ
ま
り
、
弥
生
時
代
の
開
き
始

め
、
７
代
ア
マ
カ
ミ
の
イ
サ
ナ
ギ
さ
ま
と
イ
サ
ナ
ミ
さ
ま
の
頃
か
ら
、
我
が
国
の
文
化
・
文
明
は
大

き
く
再
び
花
開
き
ま
す
。 

３

１

２

３

１
８

２

 

 

５
・
７
調
に
綴
る
文
章
が
正
式
文
体
と
し
て
確
立
さ
れ
ま
す
。
５
・
７
調
の
端
緒
に
な
っ
た
の
は
、

イ
サ
ナ
ギ
・
イ
サ
ナ
ミ
さ
ま
の
「
ツ
キ
ウ
タ
」
で
し
た
。 

 

ア
ナ
ニ
ヱ
や 

ウ
マ
シ
オ
ト
メ
に 

ア
イ
ヌ 

 

 

ワ
ナ
ニ
ヤ
シ 

ウ
マ
シ
ヲ
ト
コ
に 

ア
ヒ
キ 

「
ツ
キ
ウ
タ
」
と
は
、
日
と
月
の
巡
り
の
３
０
日
に
も
因
み
、
幽
の
モ
ノ
に
物
質
が
付
い
て
く
る
こ

と
に
も
因
ん
で
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
国
語
の
文
章
の
構
文
力
の
原
理
に
も
通
じ
て
い
ま
す
。
月
の
満
ち
欠
け
に
、
文
章
の
構

文
の
チ
カ
ラ
、
幽
体
に
物
質
が
備
わ
り
編
ま
れ
て
行
ゆ
く
こ
と
、
さ
ら
に
は
船
が
作
ら
れ
て
き
た
イ

カ
ダ
と
カ
モ
フ
ネ
の
歴
史
を
も
含
め
て
の
「

の
意
味
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

話
を
建
国
当
初
に
戻
し
て
ご
説
明
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
初
代
の
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
さ
ま
か
ら
、
我
が

国
は
「

（
ト
）
の
ヲ
シ
ヱ
」
を
理
念
と
し
た
立
憲
君
主
国
家
と
し
て
建
国
が
為
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
、
考
古
学
に
言
う
縄
文
時
代
の
前
期
頃
で
し
た
か
ら
、
経
済
基
盤
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
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あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
に
、
長
い
年
月
を
経
て
、
稲
作
の
水
田
耕
作
の
時
代
が
訪
れ
て
き
ま
す
。

時
代
が
急
速
に
変
貌
を
遂
げ
る
時
代
に
な
っ
て
、
７
代
ア
マ
カ
ミ
の
イ
サ
ナ
ギ
さ
ま
と
イ
サ
ナ
ミ

さ
ま
の
頃
に
社
会
に
も
大
き
な
変
革
が
醸
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
に
は
、
国
語
の
再
編
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。
再
編
さ
れ
て
新
し
く
な
っ
た
国
語
の
基
礎
の
「
ア
ワ
ウ
タ
」
の
普
及
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
水
田
稲
作
の
普
及
で
す
。
畜
力
耕
作
の
導
入
と
、
低
湿
地
で
の
新
田
開
発
で
す
。 

 

こ
の
結
果
、「
ツ
ク
ウ
タ
」
が
詠
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
５
・
７
調
の
文
体
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
多
く
の
ア
ヤ
（
文
章
・
文
献
）
が
編
集
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
我
が
国
に
お
け
る
、
文
化
・
文

明
の
大
発
展
が
こ
の
時
代
に
起
き
た
と
申
せ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

 

ア
メ
ツ
チ
（
天
地
）
の
始
ま
り
の
解
き
明
か
し
を
、
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
が
説
明
な
さ
い
ま
し
た
。
こ

の
時
は
、
ミ
コ
（
皇
子
）
の
オ
シ
ホ
ミ
ミ
（
オ
シ
ヒ
ト
）
さ
ん
と
タ
ク
ハ
タ
・
チ
チ
ヒ
メ
さ
ん
の
ト
ツ
ギ

（
ご
成
婚
）
の
儀
式
の
直
前
の
こ
と
で
し
た
。 

 

チ
チ
ヒ
メ
さ
ん
の
父
の
タ
カ
ギ
さ
ん
（
７
代
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
）
は
、
婚
儀
の
際
に
ミ
キ
（
サ
ケ
、
お
酒
）

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
、
そ
の
謂い

わ
れ
を
質
問
し
ま
し
た
。 

 

『
ト
ツ
ギ
の
ミ
キ
に
は
、
特
別
な
意
味
合
い
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
婚
儀
に
際
し
ま
し
て
大

切
な
ア
ヤ
を
お
教
え
下
さ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？
』 

 

ア
マ
テ
ル
カ
ミ
は
、
入
り
嫁
の
父
の
タ
カ
ギ
さ
ん
に
、
「
ア
メ 

ナ
ナ
ヨ
（
７
代
ま
で
の
歴
史
）
」
と
、

「
ト
コ 

ミ
キ
（
ト
ツ
ギ
を
固
め
る
時
の
ミ
キ
）
」
の
歴
史
を
説
明
な
さ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

 

大
宇
宙
の
は
じ
め
の
時
の

昔
い
に
し
え

の
こ
と
で
す
。
ア
メ
・
ツ
チ
の
初
期
の
ウ
ヒ
（
ド
ロ
ド
ロ
状
態
）
の
時

の
こ
と
で
し
た
。
キ
ワ
（
境
い
目
、
極
ま
る
の
語
源
）
の
起
き
る
兆
し
の
未
だ
に
無
い
時
で
す
。 
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最
初
に
ア
メ
ミ
ヲ
ヤ
の
イ
キ
が
吹
き
放
た
れ
て
キ
サ
シ
（
兆
し
）
が
起
き
ま
し
た
。
分
離
し
て
別

れ
初
め
た
の
は
ア
ウ
の
メ
（
重
い
物
）
と
ヲ
（
軽
い
も
の
）
で
す
。
ア
ウ
と
言
う
の
は
、
ア
ワ
（
原
初
の
気

体
）
と
ウ
ヒ
（
原
初
の
液
体
や
固
体
）
の
事
で
し
て
、
集
ま
り
グ
ル
グ
ル
回
転
す
る
内
に
重
い
軽
い
の
差

に
因
っ
て
分
離
が
起
き
ま
す
。
ヲ
（
軽
い
も
の
）
は
ア
メ
（
天
空
）
と
な
り
ヒ
の
ワ
（
日
）
に
な
り
ま
す
。

メ
（
重
い
も
の
）
は
ク
ニ
（
ク
ニ
タ
マ
、
地
球
）

と
な
り
ツ
キ
（
月
）
と
な
り
ま
す
。 

 

カ
ミ
（
カ
ン
ヒ
ト
、
祖
先
の
人
類
）
は
そ
の
内
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
や
が
て
、
人
類
は
繁
茂
を
遂
げ
て

ゆ
き
、
ア
マ
カ
ミ
の
初
代
の
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
の
出
現
が
お
き
ま
し
た
。
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
は
ト
コ
ヨ
ク

ニ
と
し
て
建
国
を
し
ま
す
。「

（
ト
）
の
ヲ
シ
ヱ
」
を
国
家
建
国
の
理
念
と
す
る
事
か
ら
「

（
ト
コ
ヨ
ク
ニ
）
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
国
家
は
発
展
し
て
ゆ
き
ま
す
。
遠
方
の
地
域
か
ら
も
指
導
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

８
地
域
に
次
代
を
担
う
指
導
者
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
ヤ
モ
・
ヤ
ク
タ
リ
の
ミ
コ
と
言
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
、
ト
・
ホ
・
カ
・
ミ
・
ヱ
・
ヒ
・
タ
・
メ
の
カ
ミ
（
指
導
者
）
は
そ
の
ク
ニ
（
地
域
）
を
治
め
ま

し
た
。
こ
こ
に
、
ク
ニ
キ
ミ
の
始
ま
り
が
起
き
ま
し
た
。
サ
キ
リ
の
ミ
チ
（
夏
の
豊
か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

を
、
重
ん
じ
て
サ
ツ
チ
（
夏
の
繁
栄
を
尊
ぶ
）
に
治
め
た
の
で
し
た
。
２
代
目
の
ク
ニ
サ
ツ
チ
の
時
代
で

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ヰ
タ
リ
【
５
人
か
？ 

詳
細
は
未
詳
】
の
ミ
コ
を
生
む
の
で
し
た
。 

 

次
代
は
、
３
代
目
の
ト
ヨ
ク
ン
ヌ
の
時
に
な
り
ま
す
。
ヤ
モ
（
８
地
域
）
の
ト
ヨ
ク
ン
ヌ
は
、
キ
ミ
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の
補
佐
に
ト
ミ
を
設
け
ま
す
。
キ
ミ
と
ト
ミ
と
タ
ミ
の
三
階
層
の
役
割
分
担
の
時
代
に
な
り
ま
す
。

ト
ヨ
ク
ン
ヌ
に
は
１
２
０
の
ミ
コ
が
あ
っ
た
【
詳
細
は
未
詳
】
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ア
メ
ナ
ル
ミ
チ
に
よ
る
建
国
か
ら
の
３
代
の
間
に
は
、
女
性
が
マ
ツ
リ
コ
ト
（
政
治
）
に
関
わ
る

こ
と
無
く
治
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
、
３
代
の
間
は
長
い
長
い
時
代
で
し
た
。
お
そ
ら
く
は
、
世

襲
制
の
複
数
の
世
代
に
わ
た
る
ア
マ
カ
ミ
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 

２
３

８

 

 

マ
サ
カ
キ
（
１
本
６
０
０
０
０
年
と
公
称
す
る
コ
ヨ
ミ
の
樹
）
を
植
え
継
い
で
５
０
０
本
に
も
及
ん
だ
頃
、

ミ
モ
・
ハ
カ
リ
（
３
０
０
０
万
年
）
と
な
り
ま
す
。
モ
・
ハ
カ
リ
が
１
０
０
０
万
年
（
マ
サ
カ
キ
・
コ
ヨ
ミ

で
の
計
数
年
）
で
、
と
て
も
長
い
年
月
と
い
う
意
味
で
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
モ
・
ハ
カ
リ
や
ミ

モ
・
ハ
カ
リ
は
、
大
ま
か
な
長
年
と
し
て
理
解
す
る
と
適
切
の
よ
う
で
す
。 

 

４
代
目
の
ア
マ
カ
ミ
は
、
ヲ
カ
ミ

（

男

性

）

の
ウ
ヒ
チ
ニ
で
し
た
。
こ
の
時
代
に
社
会
の
構
造
に
変
革
が
も

た
ら
さ
れ
ま
す
。
時
代
の
要
請
と
し
て
、
女
性
の
社
会
的
な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。
ウ
ヒ
チ

ニ
は
、
ウ
ヒ
チ
ニ
を
正
室
に
定
め
ま
す
。
こ
こ
に
、
婚
姻
の
制
度
が
起
き
ま
し
た
。
サ
ヒ
ア
ヒ
（
サ

イ
ア
ヒ
）
と
も
呼
ば
れ
る
婚
姻
制
度
は
、
広
く
タ
ミ
に
も
広
ま
っ
て
ゆ
き
ま
す
。 

 

サ
ヒ
ア
ヒ
（
サ
イ
ア
ヒ
）【
詳
細
は
未
詳
】
の
婚
姻
の
制
度
の
そ
の
元
オ
リ
は
、
ウ
ヒ
チ
ニ
の
ヒ
ナ
ル
ノ

タ
ケ
（
福
井
県
越
前
市
中
平
吹
町
、
日
野
神
社
、
日
野
山
）
の
カ
ン
ミ
ヤ
に
モ
モ
（
日
本
固
有
種
の
モ
モ
）
の
キ

の
ミ
（
木
の
実
）
を
お
持
ち
に
な
っ
て
皇
位

み
く
ら
い

に
即つ

か
れ
ま
し
た
。
モ
モ
（
日
本
固
有
種
の
モ
モ
）
の
ミ
（
木

の
実
）
は
、
ヒ
ナ
ル
の
タ
ケ
の
カ
ン
ミ
ヤ
（
福
井
県
越
前
市
中
平
吹
町
、
日
野
神
社
、
日
野
山
）
の
庭
に
植
え
ら

れ
ま
し
た
所
、
３
年
の
後
に
ハ
ナ
（
花
）
も
ミ
（
実
）
も
モ
モ
（
百
ほ
ど
に
も
多
く
）
に
咲
き
、
実
も
成
り

ゆ
く
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
、
モ
モ
（
生
じ
て
固
ま
る
）
の
ハ
ナ
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ウ
ヒ
チ
ニ
と

ス
ヒ
チ
ニ
の
フ
タ
カ
ミ
の
事
を
、
モ
モ
ヒ
ナ
ギ
と
モ
モ
ヒ
ナ
ミ
と
お
呼
び
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
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は
、
モ
モ
の
花
と
実
に
由
来
し
ま
す
。「
ヒ
ナ
」
の
言
葉
が
付
き
ま
し
た
意
味
は
、
ヒ
ト
に
成な

る
マ

エ
（
以
前
）
で
、
男
女
の
ペ
ア
に
な
っ
て
初
め
て
一
人
前
と
言
う
意
味
で
す
。
ハ
ナ
も
ミ
（
実
）
も
ソ

（
揃
う
所
）
の
木
の
実
の
由
来
に
よ
っ
て
、
ヲ
カ
ミ
は
「
キ
」
、
メ
カ
ミ
は
「
ミ
」
と
名
が
付
き
ま
し

た
。
揃
っ
て
ペ
ア
に
な
っ
た
ヒ
ト
と
し
て
表
明
す
る
婚
姻
の
儀
式
は
、
ヤ
ヨ
ヒ
（
旧
３
月
）
ミ
カ
（
３

日
）
に
、
ミ
キ
（
お
酒
）
を
醸
し
作
っ
て
奉
る
の
で
し
た
。
モ
モ
の
ハ
ナ
（
花
）
の
許も

と

に
、
白
酒
の
ミ
キ

を
酌
み
ま
す
と
、
細
い
三
日
月
ほ
ど
の
ツ
キ
（
月
）
が
器
に
映
り
ま
し
た
。
細
い
お
月
さ
ま
を
浮
か

べ
て
ミ
キ
（
お
酒
）
を
勧す

す

め
ま
す
。
メ
カ
ミ
が
先
ず
お
飲
み
に
な
り
ま
し
て
、
後
に
ヲ
カ
ミ
で
す
。

「
ミ
・
キ
（
実
を
結
ぶ
・
女
性
、
春
の
兆
し
・
男
性
）
」
の
お
酒
の
名
称
の
通
り
で
す
。
ミ
・
キ
を
飲
み
て
男

女
が
交
わ
り
ま
す
。
ト
コ
の
ミ
キ
で
す
、「
ト
の
ヲ
シ
テ
」
の
精
神
で
絆
を
固
め
る
「
ミ
・
キ
（
実
を

結
ぶ
・
女
性
、
春
の
兆
し
・
男
性
）
」
の
お
酒
で
す
。「
ミ
（
生
じ
て
く
る
）
」
の
夫
婦
と
し
て
の
意
識
が
篤
く
備

わ
っ
て
、
正
月
の
３
日
ア
サ
（
朝
）
に
は
、
サ
ム
カ
ワ
【
詳
細
は
未
詳
】
で
浴
び
ら
れ
ま
す
。
河
で

の
ミ
ソ
ギ
で
す
。
ソ
テ
（
袖
）
の
濡
れ
方
に
大
小
の
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
ヲ
カ
ミ
は
大
き
く
ヒ
チ
テ

（

濡

れ

て

）

、

メ
カ
ミ
は
少
な
い
ヒ
チ

（
濡
れ
）

で
し
た
。
そ
れ
は
、
ヲ
カ
ミ
が
メ
カ
ミ
を
庇か

ば

っ
て
水
浴
び
を
し
た
か
ら
で
し

た
。
「
ニ
（
ニ
の
こ
こ
ろ
）
」
の
お
気
持
ち 

で
す
。「
ウ
（
大
き
い
）
」
と
「
ス
（
少
な
い
）
」
の
「
ニ
（
ニ
の
こ
こ
ろ
）
」
の
、
仕
草
に
現
れ
た
尊
い
こ
と

だ
と
、
ウ
ヒ
チ
ニ
さ
ん
、
ス
ヒ
チ
ニ
さ
ん
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ウ
ヒ
と
は
、
ま
た
、
ク
ニ
タ

マ
（
地
球
）
の
形
作
ら
れ
る
以
前
の
「
ウ
ヒ
（
原
初
の
ド
ロ
ド
ロ
状
態
）
」
も
意
識
し
た
命
名
で
す
。「
ウ
ヒ
」

が
煮
上
が
っ
て
、
固
体
・
液
体
と
、
気
体
の
分
離
が
進
み
「
ク
ニ
タ
マ
（
地
球
）
」
に
形
成
さ
れ
ま
し

た
。 

 

多
い
少
な
い
の
、「
ウ
・
ス
」
の
フ
ル
コ
ト
（
故
事
）
か
ら
、
ヒ
ナ
の
ヒ
ナ
カ
タ
（
雛
形
）
が
作
ら
れ

ま
す
。
ヲ
（
男
性
）
は
ウ
オ
ソ
テ
（
大
袖
）
と
ハ
カ
マ
（
袴
）
の
姿
で
す
。
メ
（
女
性
）
は
コ
ソ
テ
（
小
袖
）
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と
上
に
被
る
カ
ツ
キ
（
被
衣
）
で
す
。
ヒ
ナ
カ
タ
の
形
が
示
さ
れ
た
の
で
、
広
く
国
民
に
も
結
婚
の

制
度
が
広
ま
り
ま
す
。
先
ず
は
、
ヤ
ソ
（
８
０
）
の
ト
ミ
（
臣
）
た
ち
が
婚
姻
を
お
こ
な
い
ま
し
て
、

タ
ミ
（
一
般
国
民
）
も
ツ
マ
を
定
め
ま
し
た
。 

ウ
ヒ
の
、
ク
ニ
タ
マ
（
地
球
）
の
形
作
ら
れ
る
以
前
の
「
ウ
ヒ
（
原
初
の
ド
ロ
ド
ロ
状
態
）
」
が
煮
上
が

っ
て
、
固
体
・
液
体
と
、
気
体
の
分
離
が
進
み
「
ク
ニ
タ
マ
（
地
球
）
」
に
形
成
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
人

類
の
発
生
が
起
き
た
わ
け
で
す
。
ア
メ
（
天
体
）
の
形
成
か
ら
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
ミ
チ
の
結
婚
の

制
度
は
「
ア
メ
ナ
ル
ミ
チ
」
と
も
言
え
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
よ
り
タ
ク
イ
（
家
族
、
血
族
）
も
生
じ
て

き
ま
す
。
こ
の
時
か
ら
５
０
０
本
の
ア
マ
の
マ
サ
カ
キ
（
５
０
０×

６
万
年
＝
３
０
０
０
万
年
）
が
植
え
継

が
れ
ま
し
た
。（
マ
サ
カ
キ
の
コ
ヨ
ミ
に
依
る
計
数
年
で
長
い
年
月
の
経
過
と
理
解
さ
れ
ま
す
） 

 
 

 

次
の
時
代
は
５
代
目
オ
オ
ト
ノ
チ
、
オ
オ
ト
マ
エ
に
移
り
ま
す
。
ツ
ノ
ク
ヰ
と
イ
ク
ク
イ
の
ア
マ

カ
ミ
（
古
代
の
天
皇
陛
下
）
で
し
て
、
ツ
ノ
ク
ヰ
は
オ
オ
ト
ノ
（
大
き
な
宮
殿
）
に
於
い
て
、
イ
ク
ク
イ
を

ツ
マ
に
迎
え
ま
す
。「
ト
」
前
に
会
っ
て
ツ
マ
と
為
し
た
こ
と
か
ら
、「

（
ヲ
・
男
性
）
は
ト
ノ
の
別

名
が
付
き
ま
す
。
「

（
メ
、
女
性
）
」
は
マ
エ
の
別
名
で
呼
ば
れ
ま
す
。
ヤ
モ
ツ
ツ
キ
【
詳
細
は
未
詳
、

八
方
の
地
方
に
も
波
及
か
？ 

８
０
０
本
の
マ
サ
カ
キ
の
植
え
継
ぎ
の
意
か
？
】 

 

６
代
目
ア
マ
カ
ミ
は
、
オ
モ
タ
ル
の
カ
ミ
で
す
。
カ
シ
コ
ネ
さ
ん
と
ヤ
モ
（
八
方
）
を
巡
っ
て
タ

ミ
（
一
般
国
民
）
を
タ
シ
（「
ト
の
ヲ
シ
テ
」
の
精
神
で
恵
み
治
め
る
）
ま
す
。
タ
サ
、
タ
シ
、
タ
ス
、
タ
セ
と

言
う
意
味
は
、
良
い
知
恵
を
以
っ
て
プ
ラ
ス
し
て
よ
り
良
い
方
向
に
相
乗
効
果
を
上
げ
て
ゆ
く
や

り
方
で
す
。（
漢
字
の
「
治
」
に
含
ま
れ
る
意
味
と
は
、
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
） 

オ
モ
タ
ル
さ
ん
、
カ
シ
コ
ネ
さ
ん
は
、
ヲ
ウ
ミ
・
ア
ツ
ミ
（
琵
琶
湖
西
岸
の
安
曇
川
平
野
）
の
中
心
地

の
ナ
カ
ハ
シ
ラ
か
ら
、
全
国
各
地
を
巡
り
ま
す
。
ヒ
カ
シ
（
東
）
は
ヤ
マ
ト
（
東
海
道
諸
国
）
や
ヒ
タ
カ

ミ
（
東
北
地
方
）
、
ニ
シ
（
西
）
は
ツ
キ
ス
ミ
（
九
州
）
や
ア
シ
ハ
ラ
（
中
国
地
方
）
、
ミ
ナ
ミ
（
南
）
は
ア
ワ

（
四
国
地
方
）
や
ソ
サ
（
紀
伊
半
島
地
方
）
、
キ
タ
（
北
）
は
ネ
（
北
陸
道
地
方
）
や
ホ
ソ
ホ
コ
・
チ
タ
ル
ク
ニ
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（
山
陰
道
地
方
・
出
雲
方
面
）
ま
で
も
巡
り
教
え
導
き
を
な
さ
れ
ま
し
た
。
モ
ヨ
ホ
（
１
０
０
万
年
、
マ
サ
カ

キ
の
コ
ヨ
ミ
で
の
計
年
数
）
の
長
い
年
月
を
経
て
も
、
お
世
継
ぎ
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
気
候
の
変

化
も
あ
っ
て
、
治
世
の
ミ
チ
は
衰
え
て
世
の
中
に
混
乱
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
ワ
イ
タ
メ 

ア
ラ
ス

【
詳
細
は
未
詳
、
秩
序
の
混
乱
を
意
味
す
る
】
の
状
態
に
陥

お
ち
い

っ
た
の
で
し
た
。 

国
家
の
再
建
を
託
す
べ
き
次
代
の
ア
マ
カ
ミ
に
は
、
イ
サ
ナ
ギ
と
イ
サ
ナ
ミ
が
選
ば
れ
ま
す
。
イ

サ
ナ
ギ
は
ネ
の
ク
ニ
の
名
君
の
ア
ワ
ナ
ギ
さ
ん
の
継
ぎ
子
で
し
た
。
イ
サ
ナ
ミ
は
ヒ
タ
カ
ミ
の
名

君
の
ト
ヨ
ケ
カ
ミ
の
娘
さ
ん
で
す
。
イ
サ
ナ
ギ
、
イ
サ
ナ
ミ
の
カ
ッ
プ
ル
を
フ
タ
カ
ミ
と
し
て
７
代

ア
マ
カ
ミ
の
重
責
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
成
り
ま
し
た
。 

 

皇
位
を
譲
ら
れ
る
際
に
、
オ
モ
タ
ル
さ
ん
は
、
フ
タ
カ
ミ
に
ミ
コ
ト
ノ
リ
な
さ
い
ま
す
。 

 

『
こ
れ
か
ら
の
ツ
ホ
（
壺
、
要
所
）
は
ア
シ
ハ
ラ
（
低
湿
地
の
芦
の
原
）
の
開
発
に
懸か

か
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
直
接
に
治
め
て
い
る
現
状
の
１
５
０
０
の
村
落
を
あ
な
た
方
に
委
ね
ま
す
。
ま
た
、

統
治
の
理
念
の
象
徴
と
し
て
、「
ト
の
ヲ
シ
テ
」
と
「
ホ
コ
（
サ
カ
ホ
コ
、
後
の
ツ
ル
ギ
）
」
も
授
け
ま
す
』 

 

立
憲
君
主
国
家
の
構
造
を
し
っ
か
り
と
伝
授
す
る
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
受
け
ま
す
。
フ
タ
カ
ミ
は
ウ

キ
ハ
シ
（
皇
位
を
受
け
継
ぐ
橋
渡
し
、
仲
人
）
を
得
て
７
代
目
ア
マ
カ
ミ
の
位
に
即
位
な
さ
い
ま
し
た
。 

ホ
コ
の
治
安
維
持
の
影
響
力
を
以
っ
て
、
社
会
に
安
定
が
齎
さ
れ
オ
ノ
コ
ロ
（
自
ず
か
ら
に
定
ま
り
安

定
す
る
）
の
状
態
が
得
ら
れ
る
の
で
し
た
。
そ
の
、
道
の
り
は
、
ミ
ヤ
ト
ノ
（
中
心
の
宮
殿
）
を
建
て
て

国
家
の
再
建
を
果
た
し
、
国
号
を
オ
オ
ヤ
マ
ト
と
称
す
る
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
各
地
域
の
ク
ニ
の

定
め
直
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
言
葉
の
ミ
チ
を
定
め
直
し
、
耕
作
技
術
の
革
新
を
図
る
な

ど
、
ヨ
ロ
モ
ノ
を
生
み
出
し
た
の
で
し
た
。
ヒ
ト
ク
サ
（
一
般
国
民
）
の
ミ
ケ
（
食
料
）
も
コ
・
カ
ヒ
（
養

蚕
技
術
、
服
飾
の
技
術
）
の
ミ
チ
も
教
え
広
め
て
、
人
々
は
オ
ノ
コ
ロ
（
自
ず
か
ら
に
定
ま
り
安
定
す
る
）
を
得

る
事
が
出
来
た
の
で
し
た
。
こ
こ
に
、
ワ
イ
タ
メ 

ア
ラ
ス
【
詳
細
は
未
詳
、
秩
序
の
混
乱
を
意
味
す
る
】
の
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状
態
か
ら
抜
け
出
し
て
秩
序
を
構
築
し
た
功
績
の
イ
サ
オ
シ
と
言
わ
れ
ま
す
。 

 

さ
て
、
ア
メ
ノ
カ
ミ
の
ヨ
（
世
）
の
７
代
目
を
、
皇
統
か
ら
は
遠
か
っ
た
フ
タ
カ
ミ
が
継
ぐ
事
に

な
っ
た
経
緯
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
糸
口
は
ト
コ
ヨ
カ
ミ
（
初
代
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
）
が
マ
サ
カ
キ
の
木

の
実
を
ヒ
カ
シ
（
東
）
の
土
地
に
植
え
て
ハ
コ
ク
ニ
の
カ
ミ
を
任
命
な
さ
っ
た
事
に
始
ま
り
ま
す
。

ハ
コ
ク
ニ
は
、
地
震
・
津
波
で
荒
廃
し
た
国
土
を
立
て
直
す
意
味
の
「
ハ
・
コ
（
地
面
・
ク
ニ
、
通
る
よ

う
に
固
め
る
）
」、
復
興
の
ク
ニ
の
言
葉
が
近
い
わ
け
で
す
。
ヒ
タ
カ
ミ
の
タ
カ
マ
（
中
心
の
ミ
ヤ
）
に
も

ミ
ナ
カ
ヌ
シ
（
人
類
の
祖
先
）
を
祭
り
ま
し
た
。
タ
チ
ハ
ナ
（
カ
ク
、
日
本
固
有
種
の
ミ
カ
ン
）
を
植
え
て
、

ヒ
タ
カ
ミ
の
キ
ミ
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
し
て
讃
え
ら
れ
て
代
々
受
け
継
が
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
キ
の

ト
コ
タ
チ
と
も
讃
え
ら
れ
ま
す
。
キ
と
は
東
の
意
味
で
も
あ
り
、
マ
サ
カ
キ
（
コ
ヨ
ミ
の
樹
）
も
、
タ

チ
ハ
ナ
（
カ
ク
、
日
本
固
有
種
の
ミ
カ
ン
）
も
特
別
に
別
け
て
植
え
た
尊
い
ク
ニ
の
意
味
で
も
あ
る
の
で

す
。 

 

そ
の
、
ミ
コ
に
ア
メ
カ
カ
ミ
カ
ミ
が
出
ま
す
。
カ
カ
ミ
カ
ミ
は
、
ツ
ク
シ
（
九
州
、
西
の
ク
ニ
な
の
で

カ
カ
ミ
、
鏡
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
）
を
タ
シ
（
教
え
治
め
る
）
ま
し
た
。
カ
カ
ミ
カ
ミ
は
偉
く
て
、
４
代
目
ア

マ
カ
ミ
の
ウ
ヒ
チ
ニ
さ
ん
も
教
え
を
受
け
た
ほ
ど
で
す
。
具
体
的
に
は
マ
サ
カ
キ
の
樹
を
分
与
し

て
貰
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。 

 

カ
カ
ミ
カ
ミ
の
ミ
コ
に
ア
メ
ヨ
ロ
ツ
カ
ミ
が
出
ま
す
。
ヨ
ロ
ツ
カ
ミ
は
ソ
ア
サ
（
四
国
）
を
タ
シ

（
教
え
治
め
る
）
ま
し
た
。
ヨ
ロ
ツ
カ
ミ
は
、
ア
ワ
ナ
ギ
と
サ
ク
ナ
ギ
の
ミ
コ
を
儲
け
ま
す
。
ア
ワ
ナ

ギ
は
ネ
の
シ
ラ
ヤ
マ
を
中
心
に
、
チ
タ
ル
（
出
雲
地
方
）
ま
で
ノ
リ
（
法
、
掟
）
も
通
っ
て
治
め
た
の
で

し
た
。
そ
こ
で
産
ま
れ
た
の
が
タ
カ
ヒ
ト
（
の
ち
の
イ
サ
ナ
ギ
）
で
し
た
。
タ
カ
ヒ
ト
は
立
派
な
ヒ
ト
と

な
り
に
カ
ミ
ロ
ギ
と
尊
称
さ
れ
ま
す
。 

 

イ
サ
ナ
ミ
さ
ん
の
出
自
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
家
か
ら
で
し
た
。
イ
ミ
ナ
（
ご
本
名
）
は
イ
サ
コ
さ
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ま
で
し
た
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
５
代
目
の
カ
ミ
の
タ
マ
キ
ネ
（
ト
ヨ
ケ
カ
ミ
・
ト
ヨ
ウ
ケ
）
さ
ん
の
娘
さ

ん
で
す
。
イ
サ
コ
ヒ
メ
が
後
に
イ
サ
ナ
ミ
さ
ん
と
呼
ば
れ
ま
す
。 

 

タ
カ
ヒ
ト
（
イ
サ
ナ
ギ
）
さ
ん
と
、
イ
サ
コ
ヒ
メ
（
イ
サ
ナ
ミ
）
さ
ん
と
の
婚
儀
は
、
ウ
キ
ハ
シ
（
大
い

な
る
仲
人
）
を
ハ
ヤ
タ
マ
ノ
ヲ
（
速
玉
大
社
、
和
歌
山
県
新
宮
市
新
宮
、
に
由
来
あ
り
か
？
）
が
務
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
新
婚
の
ご
両
人
が
打
ち
解
け
る
ま
で
、
上
手
く
ゆ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
を
コ
ト
サ
カ
ノ

ヲ
が
解と

き
結
び
ま
し
た
。
ヒ
タ
カ
ミ
の
ツ
サ
（
西
南
）
の
ツ
ク
ハ
（
筑
波
山
）
の
イ
サ
ミ
ヤ
に
て
ミ
ヤ
を

持
た
れ
て
、
イ
サ
ナ
ギ
さ
ん
と
イ
サ
ナ
ミ
さ
ん
と
名
乗
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
フ
タ
カ
ミ
の
交
わ
る
時
も
ト
コ
ミ
キ
の
お
酒
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
ト
コ
ミ
キ
の
「
ト
コ
」

と
は
、「
ト
の
ヲ
シ
テ
」
の
「
ト
」
と
、「
ホ
コ
」
の
「
コ
」
で
「
オ
ノ
コ
ロ
」
の
「
コ
」
に
も
掛
か

っ
て
意
味
し
て
い
ま
す
。
国
家
の
安
定
を
実
現
す
る
為
に
も
コ
（
子
）
を
求
む
る
の
で
す
。 

 

そ
も
そ
も
サ
サ
ケ
（
お
酒
）
の
名
前
の
由
来
は
、
ト
コ
ヨ
（
琵
琶
湖
湖
岸
地
方
）
の
ヰ
ノ
ク
チ
【
多
く
の

候
補
地
が
あ
り
、
詳
細
は
未
詳
】
の
ス
ク
ナ
ミ
カ
ミ
（
後
の
ス
ヒ
チ
ニ
さ
ん
）
の
所
に
あ
っ
た
竹
株
に
ス
ス
メ

（
雀
）
が
モ
ミ
（
籾
）
を
入
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
お
酒
に
醗
酵
す
る
の
を
発
見
し
た
の
で
し
た
。
タ

ケ
（
竹
）
の
別
名
の
サ
サ
か
ら
、
サ
サ
ケ
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
キ
を
醸
し
て
奉
っ
た
の
で
、
モ

モ
ヒ
ナ
ギ
（
４
代
ア
マ
カ
ミ
）
さ
ん
か
ら
サ
サ
ナ
ミ
と
言
う
名
前
を
賜
っ
た
の
で
す
。
サ
サ
ナ
ミ
さ
ん

は
サ
サ
ケ
ヤ
マ
（
沙
沙
貴
神
社
、
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
安
土
町
常
楽
寺
、
佐
々
木
山
、
あ
る
い
は
日
置
神
社
、
滋
賀
県
高

島
市
今
津
町
酒
波
な
ど
に
由
来
有
り
か
？
）
に
当
時
居
た
の
で
し
た
。 

 

コ
コ
ノ
ク
ミ
（
固
め
の
杯
）
の
謂
わ
れ
は
、
ヤ
ヨ
イ
・
ミ
カ
（
３
月
３
日
）
に
結
婚
の
儀
式
を
初
め
て

執
り
お
こ
な
っ
た
故
事
に
因ち

な

ん
で
い
ま
し
た
。
サ
カ
ツ
キ
（
酒
に
細
い
月
、
杯
）
の
名
称
を
生
ん
だ
４
代

目
の
ア
マ
カ
ミ
の
名
の
モ
モ
ヒ
ナ
ギ
を
尊
ん
で
、
そ
の
山
を
ヒ
ナ
ガ
タ
ケ
（
ヒ
ナ
ル
ノ
タ
ケ
・
日
野
山
、

日
永
嶽
、
福
井
県
越
前
市
と
南
条
郡
南
越
前
町
）
と
讃
え
る
の
で
す
。 

 


